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相手に伝えたいことが伝わるように話ができる、大切なことを意識して聞くことができる子どもの育成 
～子ども達が話してみたい、聞いてみたいと思う授業づくりをしています～

放課後やお休みの日における、ご家庭でのルールづくりを！ 
ほ う か ご やす ひ か て い

　子ども達は友達と、放課後やお休みの日に一緒に遊ぶことをとても楽しみにし
ともだち いっしょ あそ たの

ていると思います。またこの友達との関わりは、コミュニケーション力を育むた
おも かか はぐく

めにも大変重要なものです。 
たいへんじゅうよう

　 
　さて冬休みを前にご家庭の子ども達の外出時などのルールをご確認願います。 

ふゆ まえ がいしゅつ じ かくにんねが

　まず、冬休みであるため子ども達の活動範囲が普段より少なからず広がりま
かつどうは ん い ふ だ ん すく ひろ

す。「いつ、どこで、だれと遊んで、何時に戻ってくるのか。」は必ず確かめて
なん じ もど かなら たし

おいてください。お友達のお名前が出てきたら、それを書き留めたり、機会があ
なま え で と き か い

れば保護者同士で顔を合わせたりしてください。子ども達がお互いに安心し
ほ ご しゃど う し かお あ たが あんしん

て過ごせることにつながります。 
す

　次に、ご家庭のルールは、子ども達が自立するためにとても大切です。単に
つぎ たいせつ たん

「ダメダメ。」を伝えるだけではなく、お子様と時間をかけながらもコミュニケ
つた じ か ん

ーションを図ることが必要です。 
はか ひつよう

　 
　このように、ご家庭における子ども達の外出時などのルール作りは、子ども達

づく

が人に流されずに自分自身を確立させる重要な土台となります。また、これに関
じ し ん ど だ い

してお子様との会話のやりとりが必要となりますが、葛藤も生むことでしょう。
かいわ かっとう

しかし、子ども達にとっては自立への第一歩となります。後々までお子様
だいいっ ぽ のちのち

の心に響き続きます。実は、この会話のやりとりこそが、お子様の心のエネルギ
こころ ひび つづ じつ

ーにもなり、心の充電にもつながることになるのです。 
じゅうでん

　保護者におかれましては、大変お忙しい日々とは思いますが、「子ども達
いそが

の命をまもり、命を育む」ためにもご家庭でのルールづくりを、お子様とともに
いのち はぐく

ぜひよろしくお願いいたします。

【スマートフォン、ゲーム機などの使用ルールも必ず決めておいて下さい。】


